○○自治会自主防災組織規約（例）
（名称）
第1条　この会は、○○自主防災会（以下「防災会」という。）と称する。
（事務所の所在）
第2条　防災会の事務所は、○○集会場に置く。
（目的）
第3条　防災会は、風水害、土砂災害、地震災害及びその他の自然災害（以下「災害」という。）の発生に備え、あるいは発生した場合に、住民の助け合いの精神に基づき、男女の役割を固定せず、男女双方が、あらゆる場面の合意形成に積極的に参画し、自主的な防災・減災活動を行うことによって被害の防止及び軽減を図ることを目的とする。
（事業）
第4条　防災会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
（１）防災に関する知識の普及及び啓発に関すること。
（２）災害危険箇所の把握に関すること。
（３）自治会まち歩きハザードマップの作成・修正に関すること

（４）防災訓練の実施に関すること。
（５）情報収集・伝達及び避難誘導等の連絡調整に関すること。
（６）市・消防・警察・消防団第○分団等の関係機関との連絡調整に関すること。
（７）その他防災会の目的を達成するために必要な事項。
（会員）
第5条　防災会の会員は、○○の住民をもって構成する。
（役員）
第6条　防災会に次の役員を置く。
（１）会長　　　1名
（２）副会長　　2名
（３）班長　　　5名
（４）会計
（５）会計監査
２　役員は会員の互選による。ただし、男女共同参画の視点に基づき、正副会長、各班長については、役員の女性の比率が30%以上となるよう努めるものとする。
３　役員の任期は2年とする。ただし、再任することができる。
４　欠員により補充した役員の任期は、前任者の残任期期間とする。
（役員の責務）
第7条　会長は、防災会を代表し、会務を統括し、地域における危機事象の発生時における応急活動の指揮を行う。
２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故がある時は、その職務を代行する。
３　班長は、会務の運営にあたるほか、担任班の指揮を行う。
４　各班長は、住民に対する啓発活動や防災活動に携わる。
５　自治会会計の予算に本会の活動経費を組み込む。
（役員会）
第8条　防災会に役員会を置き、全役員を持って構成する。
２　役員会は、自治会3役会議の時期に合わせて、必要に応じて会長が招集する。また緊急を要する場合は、会長が召集する。
３　役員会は、次の事項を審議する。
（１）規約の改正に関すること。
（２）防災会の班編成に関すること。
（３）年間事業計画及びその実施に関すること。
（４）防災活動に必要な予算及び決算に関すること。
（５）その他、役員会が特に必要と認めたこと。
（班編制）
第9条　防災会の班編制は、役員会の議決を経て定める。
（年間事業計画）
第10条　防災会の年間事業計画は、役員会の議決を経て定める。
（会費）
第11条　防災会の会費は、役員会で審議し、総会の議決を経て定める。
（経費）
第12条　防災会の運営に要する経費は、自治会費その他の収入をもってこれに充てる。
（会計年度）
第13条　会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。
（会計監査）
第14条　会計監査は、毎年1回自治会費会計監査に合わせて行う。ただし、必要がある場合は、臨時にこれを行うことができる。
２　会計監査の結果は自治会総会に報告しなければならない。
この規約は、○年○月○日から実施する。
